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361 件，2001 年度 221 件，2002 年度 233 件，
2003 年度 235 件，2004 年度 213 件，2005 年
度 240 件，2006 年 度 291 件，2007 年 度 212
件，2008 年 度 196 件，2009 年 度 182 件，
2010 年度 160 件，2011 年度 123 件，2012 年
度 973 件，2013 年 度 842 件，2014 年 度 254
件，2015 年 度 202 件，2016 年 度 215 件，




2000 年度は 20 件，2001 年度は 14 件，2002
年度は 19 件，2003 年度 23 件，2004 年度は
18 件，2005 年度 27 件，2006 年度は 25 件，
2007 年度は 14 件，2008 年度は 24 件，2009
年度は 20 件，2010 年度は 17 件，2011 年度
は 11 件，2012 年 度 は 230 件，2013 年 度 は
206 件，2014 年度は 45 件，2015 年度は 28 件，
2016 年度は 24 件，2017 年度は 42 件，2018
年度は 37 件であった．
また，図３は体罰とバレーボールをキーワ





2000 年度は 8 件，2001 年度は 3 件，2002
年度は 5 件，2003 年度は 4 件，2004 年度は
3 件，2005 年度は 8 件，2006 年度は 13 件，
2007 年度は 3 件，2008 年度は 4 件，2009 年
度は 7 件，2010 年度は 5 件，2011 年度は 7
件，2012 年度は 59 件，2013 年度は 52 件，
2014 年 度 は 8 件，2015 年 度 は 10 件，2016

















































表 1　2013 〜 2018 年度の体罰の実態報告
報告数 ① ② ③ ④ ⑤
2013 年度 20 16 1 1 1 1
2014 年度 7 5 1 1 0 0
2015 年度 11 7 2 1 1 0
2016 年度 8 16 1 1 0 0
2017 年度 4 3 1 0 0 0
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